
 

 

 
平成２０年４月２８日 

原原料料費費調調整整制制度度にによよるる適適用用ガガスス料料金金のの調調整整ににつついいてて  
（（平平成成２２００年年７７月月かからら９９月月検検針針分分〔〔３３かか月月間間〕〕にに適適用用））  

平成２０年７月から９月検針分に適用するガス１㎥当たりの単位料金（従量

料金）は、平成２０年４月から６月検針分に適用の現行料金に比べ３．５７円

（税込）の値上がりとなります。この結果、当社の場合の標準的なご家庭（１

か月３４㎥ご使用）のガス料金は５,８４２円（税込）となります。 

  

京葉ガスは、３か月ごとに算定した原料価格の変動額に応じて、ガス 1㎥当たりの単位
料金を調整する原料費調整制度を導入しています。 
今回の平成２０年７月から９月検針分の単位料金の決定は、平成２０年１月から３月ま

での平均原料価格に基づくものです。 
現行料金（平成２０年４月から６月検針分）に適用の平成１９年１０月から１２月まで

の平均原料価格３７，６３０円／㌧に対し、今回の平成２０年１月から３月までの平均原

料価格は４１，８３０円／㌧となりました。 
この結果、平成２０年７月から９月検針分のガス料金は、現行料金に比べ、１㎥当たり

プラス３．５７円（税込）の調整となり、当社の場合の標準的なご家庭（１か月３４㎥ご

使用）では１２２円（税込）値上がりし５，８４２円（税込）となります。 
 

１．標準家庭における影響                         ＜税込＞ 

１か月の 

ご使用量 

＜ 今 回 ＞ 

平成２０年７月から９月検針分 

の料金 

＜ 現行料金 ＞ 

平成２０年４月から６月検針分 

の料金 

影 響 額  

34 ㎥ 

（45MJ/㎥） 
１か月 ５，８４２円 １か月 ５，７２０円 ＋１２２円 

□ 標準家庭の１か月のご使用量（３４ｍ3）は家庭用の平均値です。 

２．平成２０年７月から９月検針分の一般ガス供給約款・料金表          ＜税込＞ 

 

 1 か月のご使用量 
基本料金 

（円／月） 

単位料金 

（円／m3） 
（参考） 

現行単位料金 

料金表Ａ 0 m3から 20 m3までの場合 ７７８．０５ １５５．７９ （１５２．２２） 

料金表Ｂ 20 m3をこえ 100 m3までの場合 １，１０９．２０ １３９．２０ （１３５．６３） 

料金表Ｃ 100 m3をこえ 350 m3までの場合 １，８７６．００ １３１．５３ （１２７．９６） 

料金表Ｄ 350 m3をこえる場合 ６，１６３．５０ １１９．２８ （１１５．７１） 

□ 各月のご使用量に応じて、Ａ～Ｄの各料金が適用されます。 

□ 原料費調整制度において基本料金の変更はありません。 

□ １か月の料金 ＝ 基本料金 ＋ 〔 使用量 × 単位料金 〕 
 

 
 



 

 
【参考資料】   

１．原料費調整制度の概要 

３か月ごとに算定した原料価格の変動額に応じて、ガス 1 ㎥当たりの単位料金（従量料金）を

調整します。 

基本的な仕組み 

・ 「基準平均原料価格」と｢平均原料価格｣の差額（原料価格変動額）により、ガス

１㎥当たりの単位料金を調整します。 

・ 次式により算定された調整額を単位料金に反映します。 

「０．０８１円／㎥ × 原料価格変動額／１００円 × （１＋消費税率）」 

・ 料金の大幅な変動や頻繁な変更をさけるため、調整の上限と単位料金の調整を

行なわない範囲（調整バンド）を定めます。なお、下限はありません。 

 

適用期間 

 

＜平均原料価格の実績＞ 

１月～ ３月 

４月～ ６月 

７月～ ９月 

１０月～１２月 

 

→ 

→ 

→ 

→ 

＜単位料金の調整＞ 

７月～ ９月 

１０月～１２月 

翌年１月～  ３月 

翌年４月～  ６月 

基準平均原料価格 
３０，７５０円／㌧ 

※平成１８年７月～９月の平均原料価格を基に算定しています。 

平均原料価格 ３か月ごとの原料価格により算定します。 

調整の上限 

平均原料価格が４９，２００円／㌧以上（基準平均原料価格の１．６倍）となる場合、

単位料金の調整においては、平均原料価格を４９，２００円／㌧として算定しま

す。 

調整バンド 

２９，２１０円／㌧～３２，２９０円／㌧ 

（基準平均原料価格の±５％〔±１，５４０円／㌧〕） 

※平均原料価格が上記の範囲にあるときは、単位料金の調整を行ないません。 

 
 



 

２．適用する「平均原料価格」と調整額の算定について 

 

【Ａ】 

今回の平均原料価格 

 

４１，８３０円／㌧ 

 

現行料金に適用の 

平均原料価格 

３７，６３０円／㌧ 

【Ｂ】 

基準平均原料価格 

 

３０，７５０円／㌧ 

卸供給ガス ５８，７４０円／㌧ ５３，０７０円／㌧ ４３，９７０円／㌧ 

購入ガス千葉 ５８，２８０円／㌧ ５２，７２０円／㌧ ４３，７３０円／㌧ 

購入ガス八千代 ９５，７８０円／㌧ ８４，５５０円／㌧ ６４，６５０円／㌧ 

購入ガス船橋 ９５，７８０円／㌧ ８４，５５０円／㌧ ６４，６５０円／㌧ 

内訳 

プロパン ９３，７９０円／㌧ ７９，８２０円／㌧ ６３，８１０円／㌧ 

□ 平均原料価格は、各原料価格にそれぞれの係数を乗じて算出します。 

□  「今回の平均原料価格」は平成２０年１月から３月までの平均原料価格、「現行料金に適用の平均原料価格」は平成１９年１０
月から１２月までの平均原料価格、「基準平均原料価格」は平成１８年７月から９月までの平均原料価格を基に算出したものです。 

 

【基準平均原料価格との差額および調整額の算定】 

【Ａ】４１，８３０円／㌧ － 【Ｂ】３０，７５０円／㌧ ＝ １１,０８０円／㌧ 

【Ａ】今回の平均原料価格と【Ｂ】基準平均原料価格との差額はプラス１１,０８０円／㌧で「調

整バンド（基準平均原料価格の±１，５４０円／㌧）」の範囲外であるため、基準単位料金（平成

１９年２月１日改定）からの調整を行います。 

調整額は「０．０８１円／㎥ × 原料価格変動額／１００円 × （１＋消費税率）」によって算定

します。今回の原料価格変動額はプラス１１,０００円（１００円未満切り捨て）ですので、調整額

は１㎥当たりプラス９．３５円（税込）となります。 

  
３．現行単位料金との差額について 

上記２の通り、調整額の算定結果は、１㎥当たりプラス９．３５円（税込）です。 
これに対し、現行料金（平成２０年４月から６月検針分）の調整額は１㎥当たりプラス５．７８円（税

込）です。 
 したがって、平成２０年７月から９月検針分のガス料金は現行料金に比べ、上記の差額である１㎥当た

りプラス３．５７円（税込）の調整となります。 
 




